
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 312 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「精選現代文Ｂ新訂版」 （大修館書店） 

副教材等 

「常用国語便覧」（浜島書店） 

「字義で覚える常用漢字」（浜島書店） 

「標準現代文 B」 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・３年生の「現代文 B」では社会人として必要な国語力を身に付けます。様々な文章を読むこと

を通して、社会や人間のあり方について学び、自分自身の生き方について考えましょう。また、

日常生活で役に立つ読解力の習得を意識しつつ、社会に出たときに必要となる国語力を身につけ

ていきましょう。 

・文章の論理展開や表現技法にも注目して、書き手の意図を汲む力をつけると共に、自分が文章

を書くときの参考にしましょう。 

・辞書での語句調べ、漢字の小テストは引き続き行います。宿題として課す場合もありますので、

家庭学習の習慣もつけていきましょう。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

・伝統的な言語文化および言葉の特徴や決まり、漢字などについて理解し、知識を身につけるこ

とができる。 

・文章を的確に読み、自分の考えを深め、それを文章にまとめたり相手に伝わるように話したり

することができる。 

・社会に通用する国語力（読解力・表現力・語彙力）を身に付け、かつ豊かな情緒を育む。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:思考・判断・

表現 
c:技能 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

ると共に、言語文

化に対する関心

を深め、国語を尊

重してその向上

を図ろうとする。 

話者の意図を汲

み、自分の考えを

深め、また、それ

を目的や場に応

じて人に伝わる

ように話すこと

ができる。 

相手や目的、意

図に応じた表現

による文章を書

き、自分の考え

を ま と め て い

る。 

文章を適切に

読み取ったり、

目的に応じて

幅広く読んだ

りして、自分の

考えを深め、発

展させている。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴や決まり、漢

字などについて

理解し、知識を

身に付けてい

る。 



 

※令和３年度以前入学生用 

評
価
方
法 

行動の観察 

(授業中の発言や

発表等) 

記述の点検 

(ノート・プリン

ト等) 

行動の観察 

(授業中の発言や

発表等) 

記述の確認及び

分析(プリント

等) 

定期考査 

記述の確認及

び分析(プリン

ト等) 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

(テキスト・プリ

ント等) 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

一
学
期
中
間 

評
論 

他人の立場に立って想像して

みることの重要性について、

自己の生き方に引きつけて考

える。 

教材：「わたしはあなただった

かもしれない」 

〇   ◎ 〇 a: 文章全体を正しく読解しよ

うとしている 

d:具体例と抽象的な記述との

関係を読みとっている 

e：「自分らしく生きる」ことに

ついて、筆者の考えを読み取

り、自己に引き付けて考えてい

る 

a、e:行動の

観 察 及 び 、

記述の確認 

d: 記 述 の 確

認及び定期

考査 

評
論 

読み取ったことをふまえ、テー

マを決めて他者と「対話」をす

る 

教材：「対話の精神」 

〇   ◎ 〇 a:文章全体を正しく読解しよ

うとしている 

d：筆者の考えとそれを裏付け

る事実の関係を理解している 

e：言葉の「語誌」を例として、

言葉の意味の変遷について理

解する 

a、e:行動の

観 察 及 び 、

記述の確認 

d: 記 述 の 確

認及び定期

考査 

小
説 

小説の語り手の存在について

意識しながら、全体の構成を

つかむ 

教材：「ナイン」 

◎   〇 〇 a:小説の読解を楽しんでいる 

d:登場人物の行動からその心

情を読みとっている 

e：最後の場面の意味やその後

の主人公の心情について自身

の考えをまとめている 

a、e:行動の

観 察 及 び 、

記述の確認 

d: 記 述 の 確

認及び定期

考査 

一
学
期
期
末 

小
説 

登場人物の心理や行動を読

み解き、「他者との関わり方」

「自己発見」などについて、自

己の問題として考える 

教材：「ひよこの眼」 

〇   〇 ◎ a:作品の主題を理解しようと

している 

d:小説の語り手の存在を理解

し、物語の構成をつかめている 

e：作品の主題を理解し、人や

人生に対する見方を深めるこ

とができている 

a、e:行動の

観 察 及 び 、

記述の確認 

d: 記 述 の 確

認及び定期

考査 
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短
歌
・俳
句 

 

歌人個々の特色を明らかに

する 

教材：「短歌 十三首」 

〇   ◎ 〇 a:近代短歌を読み、その鑑賞を

試みている 

b:作品と鑑賞文との対応を理

解している 

e：短歌を読み、その感想を他

者に伝えることができている 

a、e：行動の

観 察 及 び 、

記述の点検 

d：記述の確

認及び定期

考査 

評
論 

さまざまな地図が形作る「世

界の見方」について考える 

教材：「新しい地球観」 

〇   ◎ 〇 a:文章の論理的な枠組みを理

解しようとしている 

d:ヒトと他の動物との違いが

発生する要因について読み取

ることができている 

e：筆者がオーサグラフ地図か

ら受け取ったメッセージとは

どのようなものかを考えるこ

とができている 

a、e：行動の

観 察 及 び 、

記述の点検 

d：記述の確

認及び定期

考査 

小
説 

物語の展開を理解し、小説の

おもしろさを味わう 

教材：「美神」 

〇   〇 ◎ ａ:物語の全体像を理解しよう

としている 

d:小説の構成や語り手の視点

を意識し、表現の特徴を理解し

ている 

e：登場人物の心理や行動を読

み解き、「他者との関わり方」

「自己発見」などについて、自

己の問題として考えることが

できている 

a、e：行動の

観 察 及 び 、

記述の点検 

d：記述の確

認及び定期

考査 

評
論 

対比・逆説・比喩などの表現

技法を理解し、筆者の美につ

いての発想をとらえる 

教材：「ミロのヴィーナス」 

〇   ◎ 〇 a: 文章全体の論理的な枠組み

を把握しようとている。 

d: ミロのヴィーナスの復元案

についての考えを，「表現の次

元」ということに着目して読み

取る。 

e: 語句・表現の内容を理解し

ている。 

a、e：行動の

観 察 及 び 、

記述の点検 

d：記述の確

認及び定期

考査 

二
学
期
期
末 

随
想 

筆者の言葉に対するこだわり

や愛着を理解し、自らの言語

生活を見つめ直す 

教材：「情けは人の……」 

〇 ◎   〇 ａ：随想的な要素を持つ評論の

読み方を習得する。  

ｂ：ことわざの誤用が生じる要

因を読み取る。 

ｅ：筆者の言葉に対するこだわ

りや愛着を理解し、自らの言語

生活を見つめ直す 

a、e：行動の

観 察 及 び 、

記述の点検 

ｂ：記述の確

認及び定期

考査 
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評
論 

ペットの家族化が示す現代社

会の様相について読み取る 

教材：「家族化するペット」 

〇  ◎  〇 ａ：ペットの家族化が示す現代

社会の様相について読み取る

ことができている。 

ｃ：読み取ったことをふまえ

て、社会の変化に対する自分の

考えをまとめることができて

いる。 

a：行動の観

察 及 び 、 記

述の点検 

ｃ：記述の確

認及び定期

考査 

評
論 

「物語を発現する力」の持つ

意味について、自身の体験な

どに引きつけて考える。 

教材：「物語を発現する力」 

〇   ◎ 〇 ａ：論理的な文章を読解する。  

ｂ：「五コマ漫画」や「八つの

シーン」から「物語」をつくり、

発表する。  

ｅ：「物語を発現する力」の持

つ意味について、自身の体験な

どに引きつけて考えることが

できている。 

a、e:行動の

観 察 及 び 、

記述の確認 

ｂ:記述の確

認及び定期

考査 

小
説 

描かれた人物、情景、心情な

どを表現に即して読み味わ

い、ものの見方、感じ方、考え

方を広げたり深めたりする。特

に、反リアリズム小説の面白さ

を味わう 

教材：「赤い眉」 

〇  ◎  〇 a:物語の全体像を理解しよう

としている 

c:漢文脈を駆使した独特の表

現を理解する 

e：主人公の変身にこめられた

意味を考え、小説の主題につい

てまとめている 

a、e:行動の

観 察 及 び 、

記述の確認 

c: 記 述 の 確

認及び定期

考査 

学
年
末 

評
論 

「新しい博物学」の意義を理

解し、科学と文化のあり方に

ついて考える 

教材：「新しい博物学を」 

〇   ◎ 〇 a:本文の論理構造を理解しよ

うとしている 

d:本文で紹介される実験の方

法や手順ついて理解している 

e：科学と文化の問題点を理解

し、影響について自己に引きつ

けて考えている 

a、e:行動の

観 察 及 び 、

記述の確認 

d: 記 述 の 確

認及び定期

考査 

評
論 

文章の構成や、段落相互の

関係を読みとりながら、筆者

の主張や内容をとらえる。特

に、現代の国際社会における

文化の多様性について考え

る 

教材：「世界は、いま「多文化

世界」の構築」 

〇   ◎ 〇 a:筆者の問題意識を理解しよ

うとしている 

d:対比構造から読み取れる筆

者の考えを理解している 

e：文化と多様性について新た

な視点から見つめなおし、自己

の問題として考えている 

a、e:行動の

観 察 及 び 、

記述の確認 

d: 記 述 の 確

認及び定期

考査 
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小
説 

近代の代表的な長編小説を

読解する 

教材：「こころ」 

〇   ◎ 〇 ａ:物語の全体像を理解しよう

としている 

d:小説の構成や語り手の視点

を意識し、表現の特徴を理解し

ている 

e：登場人物の心理や行動を読

み解き、「他者との関わり方」

「自己発見」などについて、自

己の問題として考えることが

できている 

a、ｄ：行動の

観 察 及 び 、

記述の点検 

e：記述の確

認及び定期

考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能      d:読む能力    e: 知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


